
時
代
物
の
名
人
で
'
温
厚
墨
貫
'
細
心
周
到
の
性
'
自
叙
停
三
十
船
を
残
し
て
ゐ
る
｡
嘗
時
の
風
俗
､
行
事
､

時
事
の
巷
詮
､
山
水
の
景
勝
､
旗
行
記
事
が
趣
味
的
に
記
さ
れ
て
ゐ
て
､
自
筆
の
挿
番
や
､
高
山
植
木
の
標
本

な
ど
を
粘
付
し
て
あ
る
｡
四
代
長
門
の
浄
瑠
璃
大
系
鼠
と
野
比
し
て
､
こ
れ
妊
随
筆
的
な
興
味
に
於
て
勝
れ
て

ゐ
る

｡
器
用
夜
性
だ
っ
た
の
で
､
小
細
工
物
が
巧
み
で
､
長
居
さ
竜
か
ら
貰
っ
た
金
封
や
品
書
の
日
銀
を
､
滑
り
主

の
名
と
共
に
切
り
抜
S
て
､
床
本
ほ
ど
の
自
萩
の
帖
に
放
せ
つ
け
た
の
を
保
有
し
て
あ
っ
た
｡
そ
の
地
米
に
金

高
の
線
計
が
上
っ
て
あ
っ
て
､
こ
れ
が
三
年
日
毎
に
】
筋
宛
出
来
る
､
生
港
の
物
は
勿
幹
赦
瀞
に
な
っ
て
ゐ
る
｡

永
久
に
冥
加
を
感
謝
す
る
意
か
ら
､
こ
れ
を
作
っ
た
の
だ
さ
う
だ
｡

七

山
倍

三

光

賓

高
野
か
ら
樽
向
し
た

辞
柵
は
わ
か
ら
な
い
.が
､
高
野
の
山
か
ら
下
り
て
来
て
太
夫
に
な
っ
た
の
は
事
膏
C
始
め
京
都
に
出
て
素
人

浄
瑠
璃
仲
間
で
建
玉
と
癖
し
て
ゐ
た
｡
大
阪
で
の
初
舞
童
は
文
久
三
年
三
月
'
道
頓
掘
若
太
夫
の
芝
居
で

｢
猿

曳
門
出
親
し
の
瀬
川
の
段
を
語
っ
た
?
鰻
希
が
玉
大
で
頗
る
美
音
､
猿
過
し
は
特
に
好
評
o
t
亮

日
豊
竹
農
太
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夫
の
門
下
だ
っ
た
｡

床
に
上
る
前
に
グ
ッ
と

1
息
に
二
三
合
ひ
っ
か
け
て
出
る
と
い
ふ
ほ
ど
の
大
酒
家
｡
そ
の
く
せ
､
見
壷
に
向

っ
た
以
上
は
'
易
を
斜
に
横

へ
て
､
身
動
き
も
し
な
い
'
ま
こ
と
に
行
儀
の
い
ゝ
語
り
ぶ
-
で
､
朗
々
た
る
美

馨
を
括
り
出
し
で
少
し
も
動
か
ず
'
ち
っ
と
も
疲
弊
を
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
な
か
っ
た
O

若
太
夫
の
芝
居
で
太
十
を
語
っ
た
時
'
そ
の
大
落
し
の
馨
が
道
頓
堀
を
越
し
て
川
向
ま
で
聞
え
た
と
い
ふ
こ

と
で
あ
る
｡

以
上
は
主
と
し
て
異
色
の
人
を
紹
介
し
た
が
'
他
に
ま
だ
ま
だ
名
匠
名
星
は
群
を
為
し
て
ゐ
て
'

四
代
目
竹
本
綱
太
夫
｡
.江
戸
堀
に
住
む
'
江
戸
堀

の
紬
太
夫
'
俳
戟
四
柵
軒
'
美
音
家
だ
が
後
に
悪
馨
と
杏

る
､
併
し
名
人
'
江
州
八
日
市
の
産
､
安
政
二
年
投
｡

五
代
日
豊
竹
若
太
夫
.
湯
屋
の
三
助
か
ら
出
た
と
こ
ろ
春
太
夫
と
同
じ
､
始
め
黒
治
と
い
ふ
素
人
｡
竹
田

の
芝
居
の
櫓
下
と
な
っ
た
人
｡
紀
州
生
れ
､
晩
年
京
住
｡

五
代
日
豊
竹
湊
太
夫
.
音
羽
湊
と
和
し
て
､
長
門
直
俸
世
話
語
-
の
名
人
｡
染
太
夫
死
後
文
柴
座
の
櫓
下

と
在
る
.＼
播
州
明
石
生
れ
'
明
治
十
年
七
十
八
歳
'
北
堀
江
自
宅
で
毅
｡

七
代
目
竹
本
吹
太
夫
｡
世
話
語
-
の
名
人
'
三
代
目
巴
太
夫
の
寿
子
｡
明
治
三
年
'
夏
祭
の
三
好
内
を
勤

218



め
て
穀
'
六
十

一
歳
｡

三
代
DI]豊
竹
巴
太
夫
.
素
人
出
身
､
是
長
で
鳴
ら
す
'
寓
些
冗
年
彦
山
毛
谷
村
を
最
後
に
引
退
'
時
代
物

が
得
意
｡

五
代
日
豊
竹
駒
太
夫
｡
素
人
出
身
'
三
園
と
科
し
た
'
駒
太
夫
を
襲
ぐ
だ
け
に
､
優
れ
た
美
馨
.

竹
本
越
前
大
技
｡
初
代
津
太
夫
､
五
代
染
太
夫
の
こ
と
､
阿
波
津
田
村
の
出
身
'
大
物
語
り
'
轟
永
二
年

大
技
を
受
領
し
六
十
凶
歳
､
安
政
二
年
に
死
す
.

初
代
竹
本
大
隅
太
夫
｡
大
和
長
谷
の
生
れ
､
時
代
物
語
り
'
三
部
を
始
め
諸
歯
各
地
を
巡
る
こ
と
瀞
多
L
t

元
治
元
年
六
十
八
歳
京
都
で
毅
｡

六
代
目
竹
本
内
匠
太
夫
｡
俗
に
袋
安
､
大
阪
の
人
'
悪
聾
の
名
匠
､
沼
津
が
十
八
番
､
斯
道
の
皮
肉
屋
-

安
政
三
年
死
去
｡

三
代
目
竹
本
津
賀
太
夫
｡
素
人
出
身
､
さ
の
と
科
す
'
京
で
生
れ
大
阪
で
修
行
､
京
寡
太
夫
座
の
櫓
下
と

怒
る
｡
明
治
六
年
敷
O

を
ど
を
数

へ
る
こ
と
が
出
来
る
が
､
攻
は
襲
-
種
の
大
師
株
O

219




